京都市教育委員会に送るメール
突然のメール申し訳ありません。私は、同志社大学社会学部教育文化学科3年次生、山田礼子研究会の赤木麻莉子（あかぎまりこ）と申します。私はISFJ（日本政策学生会議）に参加しており、「在日ブラジル人の日本語教育」をテーマに論文を執筆しております。ISFJは学生の視点から政策を提言しよりよい社会をつくることを目指す団体です。（詳しくはhttp://www.isfj.net/をご覧ください。）そこで今回、京都市の日本語指導が必要な外国人児童生徒の取り組みに関心をもち、メールを差し上げました。

先日京都日本語教育センターへ参りました際に、京都日本語教育センターの西原様から京都市教育委員会の委託を受け、日本語指導が必要な外国人児童生徒が多い学校に非常勤講師を派遣しているという話を伺いました。京都市教育委員会、京都日本語教育センターのホームページを拝見しましたが、さらに外国人児童生徒の取り組みに関する詳細を知りたいと感じました。いくつかの質問に答えてくだされば幸いです。
質問について

・日本語指導が必要な児童生徒の判断は各地方自治体に任されていますが、京都市では、取り出し授業や入り込み授業を行う基準はどのように決めていらっしゃるのでしょうか？

・教員の配置についても各地方自治体に任されていますが、京都市では加配教員の配置はどのように行われているのでしょうか。また日本語の補助を行う非常勤講師の採用はどのように決められていらっしゃるのでしょうか？

· 京都市教育委員会と各学校と京都日本語教育センターはどれくらいの頻度でどのように会議を行っているのでしょうか？
· 非常勤講師はどれくらいの頻度に学校へ行き指導を行っているのでしょうか？また、どのような科目の指導を行っているのでしょうか？

· クラス担任と非常勤講師の間ではどのように連携が図られているのでしょうか？

· 京都日本語教育センターが京都市にこの事業の提案されたときに、京都市教育委員会はどのように感じられましたか？

· コーディネーターが京都市教育委員会と京都日本語教育センターの仲介役としていらっしゃるようそうですが、コーディネーターの方はどのように決められたのでしょうか？

突然の依頼誠に恐縮ですが可能でしたらよろしくお願いいたします。

同志社大学社会学部教育文化学科3年次生　赤木麻莉子
